
  
 

 

10 月の学校生活目標

 

優しさがたくさん溢れています   校 長 桒 村 洋 子 
9 月 3 日の休み時間、いつもなら大騒ぎをしながらスポーツホールへ行ったり、けん玉や

だるま落としに熱中したりしている子どもたちが、全員、丸テーブルの所に集合しました。

1年生の海来さんが国語の音読劇「大きなかぶ」をするからです。たくさんの登場人物を一

人でするので大変。みんなでかぶを引っ張る様子をペープサートで表します。登場人物が増

えるごとにマジックテープでくっつけていきます。ナレーションもします。一人で何役する

のだろう…それでも、とてもスムーズに劇は進行しました。たくさん練習したに違いありま

せん。海来さんもがんばったのですが、それを見守っている 2年生から中学生までのお兄さ

んお姉さんの眼差しがとても温かかったのです。リヤド日本人学校の子どもたちはなんて優

しくて温かい子どもたちなんだろう！と改めて実感する出来事でした。こんなに幸せな場面

を共有できた自分は本当に幸せな校長だと思います。 

  

水泳発表会の姿から～カメさんスピリッツ～ 

9 月 15 日（火）水泳発表会を行いました。一人ひとりが自分のめあてを発表し「応援し

てください！」と言ってからプールに入り泳ぎます。初めてアンタラのプールで泳いだ日の

事を思い出しました。たった 1ヶ月ほどでこんなに泳げるようになるなんて…と感慨深いで

す。子どもたちは、自分の泳力に合った練習法に何度も挑戦し、次の課題を見つけ、それを

クリアするために新しい練習法を工夫するということ繰り返してきました。「水泳が楽し

い」という気持ちの中でがんばってきたので、「自分の成長の軌跡」を実感できるのはこの

発表会なんだなと思います。その姿は、「うさぎとかめ」で俊足ウサギに勝つことのできた

カメさんの姿でした。カメさんが勝てたのは、常に「自分のゴール」に向かってがんばって

いるからです。ウサギさんは「競争相手」を見ているので隙ができたのです。このカメさん

スピリッツさえあれば、どこにいても誰といてもどんな環境でも、自分自身は成長すること

ができます。リヤド日本人学校の子どもたちは、ここで学ぶことで「カメさんスピリッツ」

が浸透していくのですね。 
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楽しかったスクールステイ～今から ここから～ 
9 月 17 日（木）18 日（金）はスクールステイです。子どもたちは、この日のために、委

員会活動、クラブ活動、学級活動で、みんなで楽しめる様々な活動を考え、準備をしてきま

した。ここ数日、その期待感と家族と離れて学校にみんなで泊まるという少しの不安感で、

いつもと違う空気感が漂っていました。スクールステイ当日、いつもより早く子どもたちは

登校してきました。1週間ぐらい泊まるつもりなのかというぐらいの荷物です。 

 今回のスクールステイの合言葉は「ＴＡＫＯ」Ｔ（楽しく）Ａ（安全に）Ｋ（協力して）

Ｏ（思い出を）の頭文字をとりました。横断幕やキャラクターもできました。それを決める

時に出てきた「いっぱい食べたい！」という意見も取り入れられたカレーライスや安全第一

のヘルメットを被ったタコ、思い出のシーンを撮るためにカメラをぶら下げているバナナ。

中学生が考えました。 

 子どもたちが一番楽しみにしていたカレーライスづくり。その前に「食材争奪ゲーム大

会」で獲得した食材をみんなで協力して包丁で切っていきます。その時に、指を切ってしま

った子がいました。痛さのあまり大きな声で泣いていました。手当をしていると、「みんな

と約束した安全が守れなかった…」と言いながらさらに大泣きしました。しばらくして、落

ち着いてくるとみんなのカレー作りの様子を見ています。心配そうに見ていた子どもたち

が、次々に近づいてきて声をかけます。「大丈夫？」と声をかけている中で、「ぼくも頭打っ

ていっぱい血が出たんだよ」など過去の自分の怪我の経験を次々に話し始めた男子集団。

「怪我をしても自分みたいに治るから大丈夫だよ」と言いたかったのでしょうか。とにかく

子どもたちの優しさに心が打たれた場面でした。 

 スクールステイでの楽しい思い出は、今、ここにいる私たちの心を強く結びつけるものと

なりました。ここアンタラで、これからも唯一無二の思い出を積み重ねていきます。 

 

 


